




























合には、1955年ヒンドゥー婚姻法（the Hindu Marriage Act, 1955）⑷、
イスラム法⑸、1872年インドキリスト教徒婚姻法（the Indian Christian 
Marriage Act, 1872）、1936年パールシー婚姻および離婚法（the Parsi 
Marriage and Divorce Act, 1936）⑹などが適用される。さらに、1954年特
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齢は 20.4歳（農村 19.9歳、都市 21.8歳）になった⑾。また表１からは、若
年層の婚姻割合が年々低下していることがわかる。しかし、2005-06年の全
国家族健康調査（NFHS）によれば、20～ 24歳の既婚女性のうち 44.5％（農








































































































































































































































































































































































































出所：Primary Census, Statement 1.2 (http://www.censusindia.net); Oﬃce of the 
Registrar General & Census Commissioner, Provisional Population Totals 
Paper 1 of 2011 : Maharashtra, Chapter 4 - Population Growth - Levels 













出所：Census of India, Registrar General and Census Commissioner, Slum Data; Municipal Corporation 
of Greater Mumbai, Mumbai Human Development Report 2009, New Delhi: Oxford 
University Press, 2010, Table 8.10 & 8.11 ; http://www.censusindia.gov.in/2011-prov-results/
data_files/delhi/2_PDFC-Paper-1-major_trends_44-59.pdf ; http://www.censusindia.gov.
in/2011-prov-results/prov_results_paper1_india.html ; http://www.censusindia.gov.in/2011-






































































⑺　例えば、杉本 [2006]、八木 [1997； 1999; 2011]、八木祐子「白いサリーと赤いシンドゥー
ル―北インド農村の寡婦の物語」（椎野若葉編『やもめぐらし―寡婦の文化人類学』明
石書店、2007年）pp.174-92。
⑻　例えば、押川 [1997]、西村 [2008a; 2008b]。
⑼　インドを代表する総合雑誌 India Todayや Outlookなどで特集されることはある。
⑽　結婚において婚出する女性の生家側から、女性本人または婚家側に贈られる財のこと。
ダウリーへの批判は強く、法的規制は 1930年代から一部の地域で存在した。全国的に
は1961年にダウリー禁止法 (the Dowry Prohibition Act, 1961)が制定されている。
鹿野勝彦「持参財・婚資」（辛島、前掲書）、p.311。
⑾　Government of India(GOI), Ministry of Women and Child Development, A Hand-
book of Statistical Indicators on Indian Women 2007, New Delhi, 2007,  p.15. 
⑿　International Institute for Population Sciences, National Family Health Sur-







教婚の場合には婚姻登記をしないことが多かった。Times of India, Mumbai, 26 Oct 
2007。
⒂　例えば、杉本 [2006: 72-83]、八木 [1997; 1999: 36-65; 2011]を参照されたい。
⒃　胎児の性別診断は、1994年出生前診断技術法（性別選択の禁止）(the Pre-Concep-
tion & Pre-natal Diagnostic Techniques (PCPNDT) Act, 1994)により違法とな
り、2003年の改正で重罰化されたが、実効性は低い。また、女児の人工妊娠中絶は、
ムンバイーやデリーのような大都市でより深刻である。Times of India, Mumbai, 28 








ケースや、立件化されないケースが多数存在する。GOI, Ministry of Home Aﬀairs, 
National Crime Records Bureau, Crime in India, 各 年 版 , Accidental Deaths & 
Suicides in India, http://ncrb.nic.in/ADSI2007/Suicides07.pdf（2009/10/22）. ム
ンバイーにおいてもダウリーをめぐる問題は多く、2002～ 06年のダウリーによる自
殺は 43、34、43、53、45件に上り、ダウリーによる身体的・精神的ハラスメントは
177、193、226、298、310件と増加している。Municipal Corporation of Greater 
Mumbai, Mumbai Human Development Report 2009, New Delhi: Oxford Univer-





相対的に地位が高いとみなされている。詳細は R.E. Enthoven, The Tribes and Castes 







































が取れる利便性ゆえに利用者が急増している。『クーリエ・ジャポン』 5 (2)、2009年 2
月号、pp.30-35。
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